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東北大学評議員、東北大学病
院経営担当特任教授等を歴任
し、研究企画やプロダクトマ
ネジメント、経営に関する経
験を有する。

事業総括

後藤　順一
　先進各国では高齢化社会の進展が進み、それに合わせた社会全体の変革が大きな課題となっている。その

ひとつが市民の健康維持である。高齢者が中心となる社会を活力あるものとするには、一人ひとりが健康で

元気に働けることが重要になる。そのためには、加齢に伴う身体の衰えをできるだけ小さくし、病気にかから

ない健康状態を維持するための取組が必要になる。広域仙台地域の知的クラスター事業では、当地域に集

積している医工学連携技術や情報通信技術分野で国際的な競争力を持つ東北大学を中心とする最先端の

研究者・研究設備を活用して、市民の健康状態の把握や、一人ひとりの状態に応じた日常生活習慣に埋め込

む形態の健康指導サービスを開発する健康サービスクラスターを、産学官民一体となって形成することを目

的としている。ここで開発する健康サービスにより市民の生活習慣を改善することにより、若い人から高齢

者まで全ての市民のライフステージでの健康の維持・増進の実現を目指す。予防に主眼をおいたライフスタ

イルにしていくことにより、生活の質(Quality of Life)の向上を図るとともに、医療・介護費用を適正化し、

世界でトップレベルの元気で活力ある仙台地域の実現を目指して事業を推進していく。

事業の概要

先進センサや高度セキュリティ技術の活用により、
市民一人一人に最適化された予防・健康サービスを提供

　少子・高齢化社会の急速な進展により、対応する社会システムやインフラの整備が追いつかない中で医療費・介
護費等の増加が指摘されている。コスト増を防ぎつつ市民の安全、安心かつ健康な生活を実現するためには、これ
までの疾病等にかかってからの治療（2次・3次予防）に加えて、疾病等の発生そのものを予防する1次予防の取組を
強化していく必要がある。当地域においては、東北大学、東北福祉大学等の先端的な研究資源を活用し、先進的な予
防の実現に資する研究開発、実証を行うことで、「先進予防型健康社会創成仙台クラスター」の形成を図り、これに
よって市民の健康の質の向上、行政コストの効率化及び地域経済の活性化をバランスよく成立させることを目指す。

　広域仙台地域を健康で活力ある地域にするために、生活習慣病や心の病を日常生活の改善により防止する１次予
防に重点を置いた健康サービスを、大学の知的リソースを活用して開発し地域の事業者により市民に提供すること
を目的としている。健康サービスに関する市民のニーズや改善の要望・意見等が研究者・開発者・事業者などに還流
される人的ネットワークが重要視されるクラスター形成を目指す。大学の研究成果から企業と共同でデバイスを開
発し、実証試験で取得するデータに基づき新しい健康度の評価尺度を開発して疫学的なエビデンスのある健康サー
ビスとして提供する。

1．先進デバイスの開発
　　１次予防に寄与するデバイスを研究開発し健康サービスに使用する。当面、デバイスは域外企業を中心に製造
　するが、部品の製造を足がかりに地元企業へのシフトを図り、地域の医療・健康産業の振興につなげる。

2. 疫学的エビデンスのある健康サービスモデルの開発
　　先進デバイスで取得した生体情報に基づいて健康度評価尺度を開発し、疫学的エビデンスとして実証データを
　蓄積し、健康状態把握と問診情報や生活情報を組み合わせて、個人ごとの健康維持・増進のための健康指導、実
　践の支援及び継続の支援などを行う健康サービスモデルを開発する。

3. 要素技術へのフィードバック
　　市民に健康サービスを提供する過程において発現するニーズを、研究・開発にフィードバックし、健康サービス
　にかかわるニーズに基づいた要素技術やサービスモデルの開発を促進する。

4. 広域的連携、国際化
　　仙台地域で創出した健康サービスクラスターモデルを広く内外に展開する。

クラスター構想

○本部長………………
○事業総括兼研究統括……
○副事業総括兼事務局長…
○研究統括……………
○事業化コーディネータ…

○研究開発アドバイザー…

奥山　恵美子（仙台市長）
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東北大学病院、宮城県立循環器・呼吸器病センター、JR仙台病院、栗原中央病院、
（財）宮城県成人病予防協会、（財）結核予防会宮城県支部、本多電子（株）、
フクダ電子（株）、富士フイルム（株）、東日本電信電話（株）、
（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、（株）アイ・ティ・リサーチ、 東杜シーテック（株）、
（株）マッシュルームソフト、ソニービジネスソリューション（株）、
（株）デンソー、レッツスポーツ（株）、（株）ユースタッフ、日立ハイテクノロジーズ（株）、
（株）スリーリンクス、（株）サイバー・ソリューションズ、（株）風土紀、（株）デンソー、
メムザス（株）、（株）アルバック、（有）フィット、シャープ（株）、
オムロンヘルスケア（株）、（株）富士通東北システムズ
東北大学、東北福祉大学、東北工業大学、宮城学院大学、新潟大学
宮城県、仙台市

１．超音波による頸動脈弾性測定装置

　　ひずみ計測精度10％以下という高精度で頸動脈の機能である弾性を直接

　測定でき、動脈硬化症や、その治療効果の判定等に役立つソフトウエアを

　組み込んだ世界初のポータブル型超音波頸動脈弾性測定装置を開発した。

　重量3kg、予定販売価格500万円で、画像解析能力も高く、病院、診療

　所のみならず、健診でも大いに利用できる。血管の形態を表す内膜と中膜

　の厚さ（IMT）も当然測定できる。

2．減塩指導システム

　　高血圧症、動脈硬化症等の発症予防に食塩摂取量のコントロール（減塩）

　が大変に重要である。本システムは、食事データをタッチパネルで入力す

　ると、即時に食塩摂取量、摂取カロリー、栄養バランスを算出し、図形化し

　て提示し、食事指導に利用できる。栄養士にも大変に好評で、予定販売価

　格5万円以下に設定し、平成23年中に市販する予定である。

中核機関名
株式会社  インテリジェント・コスモス研究機構
〒９８０-６１０７  宮城県仙台市青葉区中央一丁目３番１号
　　　　　　TEL ０２２-３４６-９２３７

先進予防技術に立脚した健康社会クラスターの形成を目指して

クラスター本部体制 参加研究機関（太字は核となる研究機関）

主な事業成果
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ライフサイエンス

情報通信

先進予防型健康社会創成仙台クラスター 　（平成19～23年度）

広域仙台地域

広域仙台地域の目指す姿

●ハード・ソフトサービスを開発・展開する

　企業群の集積

●開発したハード・ソフトを健康サービスとして

　供給する地域プラットフォームの構築

市民

行政

地域

健康で質の高い生活

医療・介護コストの適正化

地域経済の活性化

全ての市民が健康で明るく、元気に生活できる市民社会の実現に向け、壮年期死亡や要介護状態の人を減少させ、
健康寿命を延ばし、健康に関連する生活の質（QOL）が向上した地域社会の形成

健康産業コンソーシアム

実証フィールド 健康データベース

生体情報取得デバイス 健康サービスモデル

仙台市 宮城県 東北大学 東北福祉大学 インテリジェント・コスモス研究機構

睡眠の質を
左右する要因

○生体リズムの規則性
○日中の覚醒状態
○就寝前の状態
○睡眠環境

睡眠の質の低下

・脳機能の低下
・免疫機能低下
・生活習慣病リスクの増大

介入
介入による
睡眠の質の向上と
ストレス障害問題
発生リスクの低減
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